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国政選挙において最も注目されたのは、前回の国政選挙（2011 年 10 月、憲法制定議会選挙）で
第一党となり、中道左派の 2党と 3党連立政権を樹立したものの、その後の政局危機で政権を去るこ
とを余儀なくされたイスラーム政党「ナフダ運動（Ḥarakat al-nahḍa、以下ナフダ）」の得票であった。
ナフダ、「共和国のための会議（Congrès pour la République: CPR）」、「労働と自由のための民主









今回の国政選挙で、全体の 39.17％にあたる 85議席を獲得して第一党となったのが、2011年 11
～12 月の臨時内閣の首相を務めたベージー・カーイド＝セブスィー（al-Bājī Qā’id al-Sabsī）が
2012 年 6 月に設立した政党で、革命以前の閣僚経験者らを集めた「チュニジアの呼びかけ運動
（Ḥarakat nidā’ Tūnis：NT）」である。これに対し、前政権を担った 3つの政党は、前政権の業績に
対する国民の否定的な評価から、いずれも順位を後退させた。しかしながら、ナフダに関しては、全
体の 31.8％にあたる 69 議席を獲得して第二位と、不利な状況の中で予想外の善戦をしたとも見るこ
とができる。CPRは4議席で第六位、タカットルの議席はわずか1だった（La Presse de Tunisieウェ
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2014 年 12 月 11 日付）。NT の総書記は国政選挙で第三位につけた自由愛国同盟（Union 
patriotique libre）などリベラル派政党との同盟を示唆しており、ナフダの野党行きを確実視する見方




al-Marzūqī、CPR の創設者）とカーイド=セブスィーがそれぞれ 33.43％と 39.46％の票を集め、決
戦は 12月の第二回投票に持ち込まれた（Al Jazeeraウェブサイト、2014年11月25日付）。第二回
投票の結果 55.68％の票を獲得したカーイド=セブスィーが、晴れて新大統領に就任することとなった。




















（2015年 1月 5日脱稿） 
渡邊祥子 
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